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（法第28条第１項関係様式例）   

（2019年）令和元年度事業報告書 

 

平成３１年 ４月１日から 令和２年 ３月３１日まで 

 

特定非営利活動法人「みどりの市民」 

 

 

事業の成果 

今年度の前半は、持続可能な社会の構築を目指し、ＳＤＧｓを掲げながら会員それぞ

れの得意分野を活かして、幅広く多くの活動を実施してきました。主な活動はエシカル

ふぇすの開催、生ごみアドバイザー養成講座、信州環境カレッジへの登録による環境学

習の実施など。しかし、秋になりこれまでにない甚大な被害をもたらした台風１９号災

害、又、新年を迎えてからは、新型コロナウィルスの感染症対策のため、2月 3月のい

くつかのイベントは中止せざるを得なくなった。このような状況で、台風１９号の復旧

支援活動として、これまでみどりの市民が取り組んできたことを活かし、会員等の協力

により「避難所の生ごみの削減と堆肥化」を行うことができたのは大きな成果であった。

財政的には新しく海外のパタゴニアの環境助成金を得てエシカル・フェアトレードの取

り組みができた。ＳＤＧｓの具体的活動として継続していきたい。これらの新しい活動

は若い会員の入会にもつながっている。 

 

各事業についての概要と事業結果は以下の通りです。 

 

Ⅰ 省エネ、資源リサイクル等地球温暖化防止､循環型社会づくりに関する事業 

○「生ごみ減量アドバイザー養成講座」の実施。新しいアドバイザーが 3 名誕生。「生ごみ減

量アドバイザー派遣事業及び研修事業」は 15 年目、「長野市主催の段ボール堆肥実践講座

への生ごみ減量アドバイザー派遣事業」11 年目は、前半は充実した取り組みができた。し

かし、後半は台風 19 号、コロナの感染による影響で、中止となる講座が多く、十分な活動

ができなかった。 

〇生ごみ一次生成物・竹基材・野菜の資源循環事業（通称：どんぐり・るるネット 

の運営企画）はこれまでの生ごみの減量と堆肥化の集大成のような事業である。市 

の街づくり活動支援金を獲得し、本格的に動き出している。 

〇ながのボランティア・市民活動支援ネットワークの応援金を受けてエコ調理用啓発パン

フレットを作成（1000 部） 

〇新しいエコ商品がないのでなかなか進まない。 

〇会員の協力により台風１９号の避難所の生ごみの堆肥化活動。これまでの段ボール

などの生ごみの堆肥化による活動を生かして、避難所生活の整備の支援ができた。 

〇市民の省エネ活動（普及啓発）としては ライトダウンキャンペーンに参画し事務

局を担当した。           

〇リユース食器の普及は台風 19号、コロナの影響により中止になるイベントがあり、

利用数は減ってしまった。 

〇エシカル・グリーンコンシューマー普及啓発及び具体的行動とするために「エシカ

ルふぇす」を開催。またエシカルの学習会なども積極的に開催して、エシカル消費の

普及に努めた。 

 

Ⅱ 自然環境保護・保全に関する事業 

○ 携帯トイレ普及による環境保全活動は「飯綱高原を美しくする会」との連携により、
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着実に成果を上げています。 

〇 犀川・千曲川水系における水環境調査は 9 年目。調査個所、参加者は減ってしまっ

てはいるが、長野地域での継続的な活動となっている。 

 

Ⅲ 環境教育､環境学習の実施､普及､啓蒙に関する事業 

○ 親子対象の「エコアクティブ塾」3 回、主婦向けの「エコサロン」５回などに取り組

んだ。特にエコサロンは、市民向けの体験型のエコ講座として、設立以来一番長く続

いている活動である。エコアクティブ塾は信州環境カレッジに登録し助成を受けて実

施、多くの参加があった。 

○ 夏休みのサマーチャレンジボランティアは今年も受け入れ、中高生にみどりの市民の

環境活動に参加してもらえた。子どもプラザへのソーラークッカー等の出前講座は、

多くの子どもたちと楽しく実践による環境学習ができた。 

○ エシカルふぇす等に「地域まるごとキャンパス」の学生を受け入れ、学生とともに活

動でき、若い人の新しい感性に触れることができた。 

○ 環境教育・学習について 

「信州 ESD コンソーシアム」の構成団体として総会や発表会等に参加。どんぐり・

るるネットの事業、エコサロンやエコアクティブなどはＥＳＤの活動となっているこ

とを確認できた。 

 

Ⅳ 遊休農地の活用に関する事業 

○ 川田の畑（約 7 畝）になり 2 年目、「大豆」を中心に耕作。会員用のじゃが芋、薩摩

芋、カブを栽培。大豆の収穫量 60ｋｇ（味噌用）、と出来は良かった。みどり農園は

会員の貴重な交流となった。 

 

Ⅴ 国際環境交流に関する事業 

〇 9 月 7・8 日の２日間に長野で実施された国際ユース環境会議に実行委員会のメンバ

ーとして参画した。 
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２  事業の実施に関する事項 

 (1) 特定非営利活動に係る事業 

定款

の事

業名 

             

事業内容 

実施 

日時 

実施 

場所 

従事者 

の人数 

受益対象者の

範囲及び人数 

支出額 

(千円) 

省
エ
ネ
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
等
地
球
温
暖
化
防
止
、
循
環
型
社
会
づ
く
り
に
関
す
る
事
業 

 

① 生ごみ減量及び堆肥化の

推進 

・長野市生ごみ減量アドバイ

ザーのコーディネート（生

ごみ減量・堆肥化講座へ派

遣） 

・アドバイザー養成講座 

 

・アドバイザー研修会 

 

・アドバイザー例会 

 

 

平成31年4月1日～

令和2年3月31（年間

30回） 

令和元年6月11日、 

7月2日、7月9日、 

令和元年5月7日、 

7月2日、11月19日 

令和元年9月18日、 

2年1月16日、3月11

日 

 

 

 

長野市内 

 

 

長野市内 

 

長野市内 

 

 

長野市内 

 

 

 

常勤・非

常勤2名 

 

常勤・非

常勤5名 

常勤・非

常勤5名 

 

常勤・非

常勤5名 

 

 

長野市内に居住

する一般市民 

    571名  

 

修了生13名 

 

長野市生ごみ減

量アドバイザー 

延べ55名 

1,098 

 

 

 

 

 

② 生ごみ一次生成物、竹基

材、野菜の資源循環事業 

(通称どんぐり・るるネット) 

平成31年4月1日～

令和2年3月31日 
 

長野市内 常勤・非

常勤4名 

 

 

長野市内に居住

する関心のある

一般市民 

 会員41名 

236 

③ エコ調理のパンフレット

作成 

令和元年5月1日～2

年3月31日 

長野市内 常勤・非

常勤3名 

長野市内及び近

隣市町村の住民 
74 

④ 台風19号避難所生ごみの

堆肥化活動 

令和元年10月18日

～令和2年3月31日 

長野市内 常勤・非

常勤5名 

被災住民及び長

野市内一般住民 

 

 

⑤ 市民の省エネ活動 
・ライトダウンキャンペーン
（夏と冬）に参画 

 
・キャンドルナイトコンサー
トに参画 
 
・キャンドルペインティング
＆ミニコンサートに参画 

令和元年6月22日～ 
7月7日 

令和元年12月8日～ 
12月22日 

令和元年7月5日 
 
 
令和元年12月7日 

長野市内 
 
 
 
長野駅前 
 
 
長野駅ビ
ルMIDORI 

常勤・非
常勤4名 

 
常勤・非
常勤4名 
 

常勤・非

常勤2名 

 

長野市近隣に居

住する一般市民 

 

長野市近隣に居

住する一般市民 

延べ1000名 

 

延べ180名 

0 

 

 

 

 

⑥ エコ商品の普及活動 

・携帯トイレ、エコカレンダ

ー、布ナプキン、竹パウダー 

平成31年4月1日～

令和2年3月31（通

年） 

 

長野市内 

 

 

常勤・非

常勤4名 

長野市内に居住

する一般市民 
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⑦ エシカル・グリーンコン

シューマー普及啓発 
・「エシカルふぇす in なが
の」開催 

 環境と学びの環境博同時
開催 

・エシカルの普及啓発 
 エシカル学習会 2回、フィ
ールドワークの開催 

   
 

 
令和元年7月27日～ 
28日 
 
 
 
 

令和元年11月24日 

12月7日、令和2年2

月2日 

 
ビッグハ

ット 

 
 
 

 

長野市内 

 

 

 

信州環境フェア

に来場した市民 

延べ1500名 

 

 

長野市近隣の関

心のある住民 

61名 

 

668 

 

 

82 

3 
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定 款

の 事

業 名 

事業内容 

実施 

日時 

実施 

場所 

従事者 

の人数 

受益対象者の

範囲及び人数 

支出額 

(千円) 

省
エ
ネ
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
等

地
球
温
暖
化
防
止
、
循
環
型
社
会

づ
く
り
に
関
す
る
事
業 

⑧リユース食器活用プロジェ

クト  

平成31年4月1日～ 

令和2年3月31日 
長野県内 

 

常勤・非

常勤3名 

リユース食器利用

団体（10件延べ199

0個使用） 

 

68 

⑧海ごみ対策地域リーダー養

成講座開催→コロナウィルス

感染拡大防止のため開催延期

   

 

令和2年2月29日予

定 

長野市内   0 

環
境
保
護
・
保
全
に
関
す
る
事

業 

 

① 飯縄山の携帯トイレの普

及啓発活動 

・携帯トイレの配布 

・飯縄山登山道整備 

平成31年4月～令和

元年12月 

飯縄山 非常勤1

名 

飯縄山登山者 309 

② 水環境調査 

・身近な水環境全国一斉調査

に登録、市内31ヶ所の河川水

質調査 

 

令和元年6月1日 

長野市内

の河川 

常勤・非

常勤2名 

参加者12名  1 

 

環
境
教
育
、
環
境
学
習
の
実
施
、
普
及
、
啓
蒙
に
関
す
る
事
業 

         

① 環境学習支援 

・国際ユース環境会議参加 

 

・信州ESDコンソーシアム参加 

 

 

・子どもプラザへの講師派遣 

 

 

令和元年9月7日～ 

8日 

令和2年2月1日 

 

  

令和元年7月30日、 

8月1日 

 

長野市内 

 

長野市内 

 

 

長野市内 

 

常勤・非

常勤2名 

常勤・非

常勤2名 

 

常勤・非

常勤2名 

 

 

 

 

参加者 

 

 

長野市内に居

住する子ども 

参加81名 

 

16 

 

 

 

 

② エコサロン  

くらし、環境、実践をキーワード

に楽しく気軽にサロン風セミナ

ーを開催 

 

平成31年4月14日、

令和元年6月13日、8

月8日、10月10日、

令和2年2月2日（5

回） 

 

ふれあい

福祉セン

ター、七二

会公民館、

信州大学

工学部 

常勤・非

常勤7名 

 

長野市近隣の

住民 88名 
47 

③ エコアクティブ塾（夏休

みの子供向け講座） 

・川の中の生き物みっけ 

・街の温暖化を探ろう 

・太陽エネルギーでおいしい

カレーを作ろう 

 

 

令和元年8月2日 

8月6日 

8月8日 

 

 

犀川河川

敷、もんぜ

んぷら座、

周辺 

信大工学

部構内 

 

常勤・非

常勤4名 

常勤・非

常勤2名 

常勤・非

常勤5名 

 

 

 

参加者39名 

参加者8名 

 

参加者38名 

50 
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定
款
の
事
業
名 

 

 

事業内容 実施日時 実施場所 
従事者 

の人数 

受益対象者の

範囲及び人数 

支出額

(千円) 

環
境
教
育
、
環
境
学
習

の
実
施
、
普
及
、
啓
蒙

に
関
す
る
事
業 

 

④環境学習の場つくり 

・みどりのエコふぁみりあ（シ

ョッピングパーク）日程調査

及びコロナウィルス感染対策

のため中止 

令和元年8月、2年3

月予定 

長野市青

木島 

常勤・非

常勤4名 
買い物客 

0 

遊
休
農
地
活
用
に

関
す
る
事
業 

①「みどり農園」の運営 

・大豆栽培 

・収穫物から、味噌など加工

食品を作る 

 

平成31年4月～令和

2年3月 

 

長野市若

穂川田地

区 

長野市内 

常勤・非

常勤3名 

 

会員18名 

 

5 

国
際
環
境
交
流

に
関
す
る
事
業 

①諸外国の環境情報の収集と

紹介 
・国際ユース環境会議参加 

サポート(環境学習支援と
重複) 

令和元年9月7日～ 

8日 
長野市内  

常勤・非

常勤2名 

 0 

そ
の
他
第
3
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
特
定
非
営
利
活
動
事
業 

①広報活動        

・ニュースレターの発行 

 （47、48号の2回） 

・ホームページ、ブログの充

実、フェイスブックの活用 

・ＦＭぜんこうじ出演 

 

・週刊長野くらし面に掲載 

「家庭からのエコ」5回シリ

ーズ 

②イベント参加 

･信州環境フェア（生ごみの堆

肥化と脱プラスチックにチャ

レンジ） 

・ながの子ども、子育てフェ

スティバル 

・ながの環境フェア(どんぐ

り・るるネットの広報） 

・環境子どもサミット 

・地域づくり出会いのひろば

出展 

・信州ESDコンソーシアム交流

会 

 

令和元年9月、12月 

年間 

平成31年4月～令和

元年9月毎月第4水

曜日 

令和2年1月4日、11

日、18日、25日、2

月1日 

 

令和元年7月27日、 

28日 

 

令和元年9月22日 

令和元年9月29日 

 

令和元年10月27日 

令和2年1月28日、 

29日 

令和2年2月1日 

 

 

長野市内 

 

長野市内 

 

ＦＭぜん

こうじ 

 

 

 

ビッグハッ

ト 

長野市役所

桜スクエア 

長野リサイ

クルプラザ 

長野リサイ

クルプラザ 

長寿社会開

発センター 

信州大学工

学部 

 

常勤・非

常勤2名 

常勤・非

常勤2名 

常勤・非

常6名 

常勤・非

常勤5名 

 

 

常勤・非

常勤4名 

常勤・非

常勤4 

常勤・非

常勤2名 

常勤・非

常勤2名 

常勤・非

常勤2名 

常勤・非

常勤2名 

 

会員45名及び

一般市民 

 

 

ラジオ聴取者 

 

新聞読者 

 

  

  

イベント参加者 

 

イベント参加者 

 

イベント参加者 

 

イベント参加者 

 

イベント参加者 

 

 

1 
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(2) その他の事業 

定款の 

事業名 

事業内容 実施 

日時 

実施 

場所 

従事者 

の人数 

支出

額 

(千

円) 

 なし なし なし なし  0 

 （備考） 

    １  用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４とする。 

    ２  (1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにして

記載する。 

    ３  ２の（１）については、事業毎に定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事

者の人数、受益対象者の範囲及び人数並びに支出額をそれぞれ記載する。 

    ４  ２の（１）のうち「受益対象者の範囲及び人数」の欄には、具体的な受益対象者及び人

数を記載する。 

    ５  ２の（２）については、事業毎に定款の事業名、事業内容、実施日時、実施場所、従事

者の人数及び支出額をそれぞれ記載する。定款上、「その他の事業」に関する事項を定

めている場合は、当該事業年度に実施しなかった場合も「実施しなかった」旨を記載す

る。 

 


